
  
糸谷教育長 ただいまの出席は４名であり、会議は成立いたします。 

  

 ただいまから、令和４年第４回雨竜町教育委員会を開催いたします。 

本委員会の説明員は別紙配布のとおりであります。 

 

日程第１「前回会議録の承認」についてですが、出席委員の署名をいた

だいておりますので、承認済みといたします。 

 

次に、日程第２「教育委員会行政報告」を行います。私から報告させて

いただきます。 

  

 （教育長 報告） 

  

 以上、教育委員会行政報告を終わります。 

 

「教育委員会行政報告」に対する質疑があればお受けいたします。 

  

全 委 員 （なしの声あり） 

  

糸谷教育長 なければ、以上で「教育委員会行政報告」を終わります。 

  

 次に、日程第３「議案第２２号 令和４年度雨竜町一般会計教育費補正

予算の要請について」を議題といたします。 

 

事務局より説明を求めます。教育課長。 

  

先 名 課 長 （議案説明） 

  

糸谷教育長 説明が終わりました。これより質疑に入ります。議案第２２号について

質疑ありませんか。 

  

全 委 員 （なしの声あり） 

  

糸谷教育長 なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

おはかりいたします。「議案第２２号 令和４年度雨竜町一般会計教育

費補正予算の要請について」は原案のとおり決することにご異議ございま

せんか。 

  

全 委 員 （なしの声あり） 

  

糸谷教育長 異議なしと認めます。 

 

よって、議案第２２号は、原案のとおり可決されました。 



  

 次に、日程第４「報告第４号 雨竜町立学校事務職員との労働基準法第

３６条に基づく時間外及び休日の労働に関する協定届の締結について」を

議題といたします。 

 

事務局より説明を求めます。教育課長。 

  

先 名 課 長 （議案説明） 

  

糸谷教育長 説明が終わりました。これより質疑に入ります。報告第４号について質

疑ありませんか。 

  

全 委 員 （なしの声あり） 

  

糸谷教育長 なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

よって、「報告第４号 雨竜町立学校事務職員との労働基準法第３６条

に基づく時間外及び休日の労働に関する協定届の締結について」は、報告

済みといたします。 

  

 次に、日程第５「報告第５号 区域外就学の承諾について」を議題とい

たします。 

 

事務局より説明を求めます。教育課長。 

  

先 名 課 長 （議案説明） 

  

糸谷教育長 説明が終わりました。これより質疑に入ります。報告第５号について質

疑ありませんか。 

  

全 委 員 （なしの声あり） 

  

糸谷教育長 なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

よって、「報告第５号 区域外就学の承諾について」は、報告済みとい

たします。 

  

糸谷教育長 以上で、本委員会に提案のあった全議案の審議を終了しましたが、次

に委員提案事項がありましたら、お受けいたします。 

  

 よろしいでしょうか。 

委員の方からなければ事務局から報告事項について説明願います。 

  

先 名 課 長 （報告事項について 別途配布資料により説明） 

 



内容 

①学校法人田中学園立命館慶祥小学校との連携事業の状況について 

②令和４年度スクール・サポートスタッフ派遣事業について 

③令和４年度デジタル教科書実証事業について 

④令和４年度スクールカウンセラー派遣事業について 

⑤令和４年度雨竜町立学校児童生徒数について 

⑥令和４年度雨竜町立学校における学級編成について 

⑦令和４年度雨竜町立学校教職員配置数について 

⑧令和４年度スクールバス利用者数について 

⑨中学３年生における主権者教育について 

⑩令和４年度雨竜中学校部活動加入状況について 

⑪雨竜町ジュニアスクール受講者数について 

⑫令和３年度学校給食費助成事業の結果について 

⑬令和３年度雨竜町立学校教職員の在校時間（超過勤務）について 

⑭令和４年度雨竜町社会教育事業について 

⑮新型コロナウィルス感染症予防における啓発について 

⑯令和５年度道立高等学校入学者選抜の変更について 

⑰その他 

 

  

糸谷教育長 ただいま課長よりそれぞれ１６点ほど報告事項がありました。特に今申

し上げた通り、社会教育事業の中の７月上旬にスポーツフェスティバルが

あるわけですが、ここ２年ほどコロナの関係で中止せざるをえなかった。

今年度についても決して雨竜町感染者０ではないということでございまし

て、今日の夕方に町のスポーツ推進委員の会議、明日社会教育委員の会議

がございますので、教育委員会の中で、最終決定するわけではありません

けれども、皆さんの考えをお聞きしたい。スポーツフェスティバルに限ら

ず何かご質問等ございましたら、受けたいと思います。 

  

沖 舘 委 員 ジュニアスクールについて。全校児童生徒比１０％の受講者なんですけ

ども、教え方が古いだとか、前伺ったときに学力が基準以下の方を対象と

すると伺っていて。それ以上になるといらないのかどうなのかと、講師の

方も年齢だと思いますので指導方法など問題があって生徒が少ないのか、

その辺どうでしょうか。 

  

先 名 課 長 ジュニアスクールの目的としては「基礎学力の向上」に重きを置いてお

りますので、基準以下かどうかは置いといて、全児童生徒数の１０％とい

うのは決して少なくない数字と思っております。全員が通うのは現時点で

はありえないですし、町外の塾に通われている方もいるでしょうし、様々

な選択肢の中で強制するものでもありませんし、指定管理で受けていただ

いているいがらし塾につきましては、日々学習指導については研鑽を積ん

でもらって、より現代の学習方法に近いやり方でということはお願いして

いますので、やり方が古い部分もあるでしょうがすべてではないと理解を

しているところです。結果的に受講者が志望校に入られている結果も出て



いますので決していがらし塾のやり方が古いだとか間違っているというも

のではないと思います。 

  

沖 舘 委 員 わかりました。国語と数学ですか。講師の関係もあるのでしょうが、特

殊な教科を入れるなどして独自のジュニアスクールということにはならな

いか。 

  

先 名 課 長 先ほどもお話した「基礎学力の向上・家庭学習習慣の定着」があります

ので、それを外れるとやはり難しいと思いますし、最終的には高校受験で

志望校に合格するのが目標になりますので、主要５教科から外れるという

のはなかなか難しいと思います。 

  

糸谷教育長 いま小中学校で統一して家庭学習強化週間をセッティングして進めてい

ますが、ジュニアスクールを始めたときは全国学力調査の結果がガクンと

下がった時期であり、どうにかしなきゃということでまず基礎学力、家庭

でどういうふうに宿題をやったらいいか、家庭学習のやり方だとかが根本

にあってジュニアスクールを立ち上げたものですから、それを継続して進

めてきていると。職務代理がいう特色ある云々というのはちょっと違う

か。日本人は国語と算数が基礎と言われています。日本人だから日本語が

出来ないと、あと算数は将来にわたって使うと。今は英語も将来にわたっ

てという、そういうのをプラスできればいいのでしょうけど今の状態では

難しいのかなというのが現状でございます。その辺は理解していただけれ

ばと思います。 

  

先 名 課 長 ジュニアスクールのすべてのやり方がいいというものでもないと思いま

す。いろんな意見があります。いま職務代理が言われた意見もあると思い

ますので、都度塾長に伝えましてやれるものはやっていただくというスタ

ンスで進めてもらえればと思っていますのと、以前浦本委員のほうからご

指摘のありました周知の方法ですが、今年初めて学校を通じての受講募集

チラシの配布をしたところであります。これまでは新聞折込チラシだけだ

ったのですが、新聞をとってないご家庭もあるということを認識をしなが

ら全児童生徒に配布しましたので、若干受講生が増えたのはその影響もあ

るかもしれません。せっかくあるジュニアスクールですので今後も町とし

て積極的にＰＲをしていきたいと考えております。 

  

糸谷教育長 よろしいでしょうか。それではスポーツフェスティバルについての意見

はございますでしょうか。 

  

浦 本 委 員 私もある時は参加させていただきまして、２年間ないということで寂し

い思いをしていますが、やっぱり人員確保の問題がありまして、町場は確

保できるが、農村地区は苦労していると。町内単位で実際そこにスポーツ

として出れる人がどれだけいるのかどうかという人員確保が難しいという

問題が個人的に一番心配しているところです。あと町を挙げてこういうイ

ベントを開催されてるところはあるのかなと。新十津川町ではそういうの

はやってないと町民に聞いた。北竜町や妹背牛町は町民の健康増進につな



がるようなものをやっているのか知りたいところで、それも判断材料にな

るのかと思いました。 

  

糸谷教育長 委員がいうのは今回の話で限ったことでなく将来的にわたってのお話と

いうことですね。 

  

先 名 課 長 人員の問題につきましては従前からの課題として認識しており、実際集

めるまでが各地区大変で、始まってしまえば皆さん和気あいあいとやられ

ていますが、集めるまでが大変ですし、当日来れなくなった方もいらっし

ゃったりして特に農村部は人員確保が大変だろうなというのはここ数年見

ていて感じたことです。今後についても継続するのであれば更なる種目数

の減、種目の見直し、参加者数の検討などが必要になってくるだろうと思

います。ただコロナ禍で２年ほど開催されていなかった中で町民の方の半

数くらいはスポーツフェスティバルなくなったという認識を持たれている

のかなという思いもあります。また、昔はこういう催しがすべての市町村

で行われていたはずで、だんだん集まるのが大変、もうそういう時代じゃ

ない等の理由から近隣ではどんどんなくなっている状況でございます。同

じような風土の北空知でも同様で、内容等の見直し、もっといえば存続の

有無も真摯に検討していかなければならないという思いもあります。 

  

糸谷教育長 事務局内で話していたことだが通常のお祭りは参加は自由。行きたい人

はコロナでも行くし、行きたくない人は行かないと自己判断で出来る。対

してスポーツフェスティバルになるとスポーツとして成立しない。お願い

して出てきてもらうのが各地区であるので、こういう状況ですのでお願い

する方もお願いしづらいし、お願いされた側も人が多いところはちょっと

どうかという思いはあるのではないか。外でやるからといってマスク外し

て何でも好きにやっていいという状況にはなってない現状で、行政が主導

でやる行事になると消毒の徹底や当日の検温等やらざるを得ない。 

  

沖 舘 委 員 自分の町内では楽しみにしているというか、新年会などもやってないで

す。年に１回くらいは集まって楽しみたいという人もいると思う。今の現

状として、週に１～２人感染ですか、皆さん大きい声出したいし、プロ野

球もテニスも以前に戻ってきている中で、応援するにも黙っていなきゃい

けないのかもしれないですけど、早く再開してほしいという思いもありま

すが、抑えるところは抑えなきゃいけないのかなと。やりたいのはやまや

まだと思いますし難しいところですね。 

  

糸谷教育長 スポーツ観戦は自分で行って楽しめば良いが、スポーツフェスティバル

は自分自身が参加するものですし、運営側としても競技説明するにも範囲

を狭くしたり、マスク越しなので声が届きにくいこともありえるし届きに

くいという声も伝えづらい。その辺も加味するとマスク外してどうこうと

いうのは厳しい、競技やる時はやらないと息苦しいので別として。 

  



浦 本 委 員 今までのようにすぐ次の競技ではなく合間に消毒や検温を挟んだりして

時間が長くなるのも大変ですね。テントの中も声を大にして応援したいで

しょうし、なかなか難しいでしょうね。 

  

沖 舘 委 員 ちょっと今は控えたほうがいいと思いますけどね。 

  

糸谷教育長 他のお二人はどうでしょうか。いや私はやりたいという意見でも構いま

せん。 

  

柴 垣 委 員 声がもしかかっても、遠慮するかなと思います。 

  

糸谷教育長 お願いする方もつらいものがあって、事情も分かるので断られてもしょ

うがない。宮武委員はどうですか。 

  

宮 武 委 員 町が主催して人を集めて活動をする、やれば会話も発生するし、懇親会

やるやらない、まあ絶対やる話になりますし、このコロナの状況で集まっ

て焼肉して箸つついてというのは、リスクの低減にはつながらないので、

結局は中止せざるを得ないのかなと思いますが、３年連続で中止にしたと

きに来年以降の展開はまた考えなきゃいけないのかなと思っています。 

  

糸谷教育長 １年毎に人口も減っていきますし、なかなか増えてこない。後はよろし

いでしょうか皆さん。 

  

浦 本 委 員 あと、１１月の町民文化祭も２年開催していない。出られる方も高齢に

なってきていて、以前のように出演できるのかも心配しています。 

  

糸谷教育長 社会教育事業などで行政主導で催しをするとなるとなかなか難しい。冬

に比べると状況は落ち着いてきたが。文化祭の場合は歌や踊りはなくとも

例えば展示物だけ展示するという方法もあるといえばある。文化祭は実行

委員会があって進めている。文化団体の各代表が協議して決めておりま

す。なんでもかんでも中止にするのは簡単であるが、楽しみにしている人

もいらっしゃるので、歌や踊りは無観客ではなかなかできないことなの

で、席を空けるだとかの方法も、やるとなればそういう方法も考えられま

す。１１月なのでコロナの状況はどうなるかわからない。ワクチン４回目

も終わり飲み薬も出てとなれば状況は変わってくると思いますが、今の段

階ではなんとも言えません。当面はスポーツフェスティバルをどうするか

が最大の懸案事項であります。今回皆さんから意見をお聞きしてなんとな

くイメージは沸きました。その他意見等ございますでしょうか。 

  

糸谷教育長 よろしいでしょうか。なければ今後の日程について説明願います。 

  

先 名 課 長 （今後の日程について、別途配布資料により説明） 

  

糸谷教育長 日程について説明がありました。質問等あればお受けいたします。 

  



  

浦 本 委 員 小学校の運動会の観覧の人数の制限はあるのか。 

  

先 名 課 長 昨年度までは２名まで人数制限を設けていたが、今年もフリーというこ

とではなくて２名を４名まで拡大してご案内する予定です。それと出来る

限りの時間短縮、またしっかり消毒などの感染症対策をしながらの開催と

なります。 

  

糸谷教育長 他にありますでしょうか。 

  

 なければ、以上をもちまして令和４年第４回雨竜町教育委員会を閉会い

たします。 

 


